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論文内容の要旨
本論文は希土類元素の発光分光分析に関する基礎的および応用的研究を行なった結果をのべたもの
で、 5 ネ扇からなっている。
第 1 編では、本研究の目的をのべるとともに、研究を進めていくにあたって考慮すべきいくつかの
問題点について考察し、研究の方針について記述している。
第 2 編では、本研究に使用した実験装置の概略および性能についてのべている。
第 3 編は、溶液発光法による希土類元素の分析について基礎的わよび応用的研究を行なったもので
ある。まず、溶液試料を回転電極一高圧火花放電で発光する方法を用い、微量元素のスペクトル線強
度に及ぼす共存元素、酸、希土類元素の種類と濃度の影響、有機溶媒、アルカリ元素の添加による感
度の向上などについて検討し、その結果、メチルアルコールおよびセシウムがすぐれた添加剤である
ことを明らかにしている。つぎに、プラズマ内のスペクトル線強度の空間分布の測定からアルカリ元
素のプラズマ内での励起干渉について検討し、増感作用の機構を明らかにしている。
第 4 編では、粉末発光法による希土類元素の分析について基礎的および応用的研究を行なった結果
についてのべている。まず、酸化物試料を酸素・アルゴン雰囲気において直流弧光放電で発光する方
法を用い、新しい添加剤としてフッ化銀一酸化ガリウムキャリヤーならびに塩化セシウム一黒鉛粉末
バッファーを見出し、これらを用いて感度と再現性の向上を計るとともに、添加剤の作用機構をも明
らかにしている。また、粉末発光法を OECD(経済協力開発機構)より提供されたガラス試料の分析に
適用し、ガラス中の微量希土類元素の分析法として上記粉末発光法がきわめて有用であることを実証
している。
第 5 編は総括であって、以上の結果を要約するとともに、本研究で確立した諸分析法が従来の分析
法に比較して高感度、高精度であることを明らかにしている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、希土類元素の溶液および粉末発光分光分析法に関する基礎的な諸問題について系統的な
検討を行ない、その結果を基にして、希土化合物精製工程の管理分析法および製品の純度検定の分析
法を確立するために行なわれた研究の結果をまとめたものである。
本論文の内容はつぎの二つに大別される。
その一つは希土類元素の溶液発光法の基礎的および応用的研究である。回転電極-溶液法における
有機溶媒およびアルカリ元素の添加による感度と再現性の向上について検討し、その結果、メチルア
ルコールまたはセシウムを添加剤として用いることによって、高感度、高精度で多数元素を同時定量
できる方法を確立した。さらに、アルカリ元素のプラズマ内の励起干渉など分光学的諸現象について
も検討を行ない、火花放電現象の解明に寄与した。本研究で確立した分析法は、希土化合物の精製工
程における管理分析法として有用で、あることを実証した O
他の一つは希土類元素の粉末発光法の基礎的および応用的研究である。充填電極によって直流弧光
放電の際のマトリックス効果について詳細に検討し、キャリヤーまたはパップァーとしてそれぞれフ
ッ化銀-酸化ガリウムまたは塩化セシウムー黒鉛粉末を用いて高感度、高精度の粉末発光法を確立し
た。ここで確立された分析法は、希土化合物の品位決定分析法として製品の品質向上に寄与するもの
であり、添加剤のプラズマ内での励起干渉に関する研究で、弧光放電現象の機構を明らかにした。ま
た、 OECD(経済協力開発機構)より提供されたガラス試料中の微量希土類元素の分析に際し、上記粉
末発光法を適用してすぐれた成果をあげるとともに、ガラス標準物質の製造技術の向上に国際的な貢
献をした。
以上のように、本論文は新らしい材料として活用されている希土類元素の高感度、高精度の発光分
光分析法を確立し、希土類元素の工業的生産の発展に寄与したもので、その工学的貢献は大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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